
毎 日 農 業 記 録 賞  優 秀 賞 受 賞

１ 年 の 安 心 ・ 安 全 を 願 っ て 「 消 防 出 初 式 」

　 毎 日 新 聞 社 主 催 の 「 農 や 食 、 環 境 へ の 思 い 体 験 」 を

テ ー マ と し た 作 文 コ ン ク ー ル 第 ５ ２ 回 毎 日 農 業 記 録 賞

（ 一 般 部 門 ） に お い て 優 秀 賞 を 受 賞 し た 大 城 明 子 氏 が

1 2 月 1 9 日 、長 浜 村 長 に 受 賞 の 報 告 を 行 い ま し た 。

　 「 決 め た ハ ル サ ー に な る ～ 南 の 島 で 有 機 に 挑 戦 ～ 」 と

題 し た 作 品 で 、 県 外 か ら 沖 縄 に 嫁 ぎ 、 農 業 を 始 め た

き っ か け  、 農 業 の 魅 力 や 苦 労 な ど を 自 身 の 経 験 を も と

に 綴 り 、 高 い 評 価 を 受 け ま し た 。

　 １ 月 １ ８ 日 、 金 武 町 屋 内 運 動 場 で 令 和 ７ 年 消 防 出 初 式 が 行 わ れ ま し た 。

　 第 １ 部 の 式 典 で 山 内 明 政 消 防 長 は 「 大 規 模 災 害 に お け る 教 訓 を 忘 れ る こ と な く 、 い つ 起 こ る か わ か ら な

い 災 害 へ の 対 応 や 備 え の 重 要 性 を 再 認 識 し 、 地 域 防 災 力 と 防 災 意 識 の 大 切 さ を 普 及 啓 発 し ま す 」 と 答 辞

を  述  べ  ま し た  。

　 第 ２ 部 の 消 防 防 災 フ ェ ア で は 多 く の 家 族 連 れ が 訪 れ 、 消 防 車 両 ・ ド ク タ ー カ ー の 展 示 や 煙 避 難 訓 練

体 験 、 消 火 器 の 使 い 方 体 験 、 応 急 手 当 体 験 な ど 様 々 な 体 験 を し 、 楽 し く 防 災 に つ い て 学 ん で い ま し た 。

農 山 漁 村 の 地 域 活 性 化 に 大 き く 貢 献

　 「 お き な わ 花 と 食 の フ ェ ス テ ィ バ ル 2 0 2 5 」 沖 縄 県 農 林

漁 業 賞 表 彰 式 に お い て 、 沖 縄 県 農 林 漁 業 賞 （ 農 山 漁 村

地 域 活 性 化 部 門 ） を 受 賞 し た 當 山 君 子 氏 が １ 月 ２ ８ 日 、

長 浜 村 長 へ 報 告 を 行 い ま し た 。

　 當 山 氏 は 、 長 年 に わ た り 農 業 経 営 向 上 に 取 り 組 ま れ 、

沖 縄 県 の 農 山 漁 村 の 地 域 活 性 化 に 大 き く 貢 献 さ れ て

い ま す 。
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